
令和６年度 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進連絡交流会 

振り返りアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加者の声 

 
コミュニティ・スクールは、学校から地域だ

けでなく、地域や子供たちから学校に繋げて

いくという役割があります。今の子供たちを

取り巻く環境には様々な課題がありますが、

子供、学校、親、地域、と繋がった役割があ

ることで、その課題をみんなで解決する糸口

ができるのではないかと思います。 

今、子供の不登校が問題になっています

が、それは何なのか。みんなで手を取り合っ

て力を出し合えば子供のＳＯＳに気づき、何

か変わってくるのかもと感じています。 

コミュニティ・スクールで学校や地域が風通

しの良い、みんなが行きたくなる場所になっ

てほしいです。 

A 市 一般  

２つの学校の協議会委員の構成員や取

組内容、取り組み方等異なっていることで、

環境やコーディネーターの方の持ち味や得

意なこと等で、いろいろな切り込み方がある

ことが分かり、とても参考になりました。 

今日も、保護者と地域のつながりが難し

いという声がありましたが、本校もここの部

分はまだ弱いので、繋がったり巻き込んだり

できるような工夫が必要だと思っています。 

B 町 小学校 校長  

プラス面と課題について交流することがで

きました。今後、地域の方の力は必要となっ

てくる中で、地域とどう関わるのか、それぞれ

の立場で何をしていくのか考えることができ

ました。これからも、このような場で考えを深

め、地域、保護者とともに生徒を育てていく

場づくりを進めていきたいです。 

C 市 中学校教諭  

ゲストが対照的なお二人でしたが、どこの

地域にもお二人の持つエッセンスは必ずある

はずで、大変参考になりました。 

2 つの自治体の方と話ができて、課題とし

てはやっぱり似通っているなぁと言うことがわ

かっただけでも、安心して進めるなと思いまし

た。 

D 市 教育委員会  職員  

 
それぞれ地理的環境や文化的背景、地域

の産業等が違う中で、各々の地域を活かして

連携して活動されていることを学ばせて頂き

ました。ご意見を伺う中で、様々な立場の人

の結集が、これからの活動に生きていくので

はと感じました。各地域の企業等と繋がりも

大切に感じます。又、違うと思う中に活かせ

る共通点が見つかるとも感じました。 

E 市 学校運営協議会委員・社会教育委員  


